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 種間交雑や属間交雑のような遠縁交雑は、新たな遺伝資源を作物の育種に利用する上で
重要な技術である。種•属間交雑の効率に種内の系統間差が大きいことは、以前から知られ
ていたが、その差に関わる遺伝子は明らかにされていなかった。本研究は、Brassica rapa
とダイコン（Raphanus sativus）の属間交雑による雑種種子形成能の系統間差に関わる遺
伝子を解明しようとしたものである。 
 ダイコンとの交配で、B. rapa の「聖護院カブ」を雌親とすると雑種種子が得られ、「チー
フハクサイ」では雑種種子が得られないことが知られていた。そこで、交配後の花粉管と胚
珠の観察を行い、「チーフハクサイ」では、受精後胚発生は起こるものの、胚乳の細胞化が
起こらず、胚崩壊を起こすことを見出した。これら２品種間の F２集団を作成し、個体ごと
の雑種種子形成能を評価し、148 個の一塩基多型（SNP）マーカーの遺伝子型分析を行うこ
とによって、QTL（quantitative trait loci）を解析した。得られた種子の雑種性の検定にお
いては、独自に開発したドットブロット法による種判定技術を用いた。第 1 と第 10 染色体
に異なる F２集団を用いた解析で有意な効果のある QTL を検出した。「聖護院カブ」の第 1
染色体 QTL の対立遺伝子は雑種種子形成率を低下させ、第 10 染色体 QTL の対立遺伝子は
雑種種子形成率を高める効果を持ち、これら 2 つの QTL はエピスタシスを示すことを見出
した。 
 B. rapa のゲノム情報をもとにこれら QTL の領域にある種子形成関連遺伝子を検索した
ところ、第 1 染色体 QTL には、シロイヌナズナ FIE 遺伝子のホモログである BrFIEa を、
第 10 染色体 QTL には、シロイヌナズナ MSI1 遺伝子のホモログである BrMSI1a を見出
した。BrFIEa 遺伝子の「聖護院カブ」の対立遺伝子と、BrMSI1a の「チーフハクサイ」
対立遺伝子にフレームシフト変異があることを見いだし、これらの対立遺伝子が機能を失
っていることが示唆された。 
 B. rapa のいくつかの品種における BrFIEa と BrMSI1a の対立遺伝子の分布を、独自に
開発した SNP 分析技術を用いて調査し、両方とも機能型の対立遺伝子を持つハクサイ系統
を見出した。その系統のダイコンとの交配における雑種種子形成能は、「聖護院カブ」より
も高いことを明らかにし、さらにこの系統は、B. napus や B. nigra との交配においても高
い雑種機性能を持つことを明らかにした。 
 以上のように本研究は、アブラナの雑種種子形成能関与遺伝子の候補を見出し、高雑種能
系統の判別技術を開発したもので、農学上の貢献が大きい。審査員一同は、本論文は博士の
学位を授与するに値する内容であると判定した。 
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